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釘穴補修工法 FRP継目板

※穿孔は釘が底に当たらないよう深めに（10mm以上）開けてください。合成まくらぎの穿孔には専用のキリを使用してください。
※養生時間は条件により多少の差が発生する場合があります。

高速化に伴う軌道調整工事等には、効果的な釘穴補修工法を用意しております。
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A  埋戻し用／スクリュースパイキ　144mm用

B  埋戻し用／スクリュースパイキ　199mm用

C  再穿孔埋戻し用／スクリュースパイキ　144mm用

D  再穿孔埋戻し用／スクリュースパイキ　199mm用

E  埋戻し用／犬釘 □16

F  埋戻し用／犬釘

φ25

φ25

φ23

φ21

埋栓工法

樹脂工法（ネジ釘孔の場合）

レール撤去 孔内の清掃

レール締結 硬化後穿孔

タイプレート撤去 タップを立てる

タイプレート締結

締結は注入から
30分以上経過後

注入後
10分以上養生

養生時間4時間以上（5℃以下では24時間以上）

硬化後穿孔

釘孔、埋栓にエポキシ系接着剤塗布

埋栓打ち込み

孔内の清掃

ポリエステル樹脂注入

※上記物性値は標準値を示します。（保証設計値ではありません。）

このFRP継目板は、ガラス長繊維にエポキシアクリレート樹脂を含浸硬化させたもので、軽くて強く、従来の継目板（金物）
と同等以上の強度と耐久性を有しています。
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ハードロックナット

つば付チューブ

継目ボルト

つば付チューブ
HLナット

継目板（金物）

従来品（50N-Hささえ）

引張強度 600MPa

圧縮強度 450MPa

曲げ強度 630MPa

クリープ特性 50N-H形と同等以上

継目抵抗力 192kN以上

体積抵抗率 500GΩ・cm

●部品点数の減少

■基礎物性

■特長

■埋栓の種類

■品種

FRP継目板

プレート プレート

レール形

継目板（金物）

継目ボルト

座金板

HLナット

継目板
（絶縁物）

継目板
（絶縁物）

レール形

物性値

JIS K7165

JIS K6911

JIS K7017

-

-

JIS K6911

試験法

50N－Z－A2 23φ

23φ50N－Z－A2
（6穴タイプ）

50N－Z－B
（6穴タイプ）

50N－Z－B

60－Z－A

60－Z－C

23φ

23φ

23φ

23φ

4

6

4

6

6
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項　目項　目 穴径 穴数

50Nレールささえ継ぎ用

50Nレールささえ継ぎ用

50Nレールかけ継ぎ・分岐器用

60Kレールかけ継ぎ・分岐器用

60Kレールささえ継ぎ用

50Nレールかけ継ぎ・分岐器用

使用箇所

●非常に軽量になります。（従来の金物と比べて約1/3の4kg）
●従来のプレートとチューブが不要となり、部品点数が減ります。（19点→7点）
●部品点数が減り、組立の作業性と信頼性が向上します。
●絶縁継目板として十分使用に耐える強度と耐久性があります。
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